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そんけい すべき ムスリム の みなさま︕ 

ぜんのう の アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）は、 せかい を かんぺき に そうぞう しました。 しもべたち の ため に、  

さいこう の ほうほう で はてしない この うちゅう の なか に ちきゅう を そうぞう しました。 そして それ を より よく ゆたか

に して いく よう、 アーダム（かれ の うえ に へいあん あれ）の しそん である わたしたち に ゆだね ました。 アーダム は

しゅ から だいりしゃ たる よう めいじられて てん から ちじょう に おりました。 しゅ は わたしたち に、 じぶんたち の けんり

と せきにん を いしき し、 かんきょう を たいせつ に し、 せわ を し、ほご し、 まもって いく よう めいじ ました。 しゅ は

ほか の すべて の もの と おなじく、 てんねん の しげん を もちいる にも、 ろうひ や らんかく、 また ごうよくさ を      

つつしむ よう ちゅうこく を なさい ました。 

 

しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 

かこ にせいき に わたり、 ざんねん な こと に じんるい は ちきゅう の かち を しらず に いました。 しぜん の ちつじょ を

みだし、 あたえ られた かんきょう を むせきにん に らんよう して きました。 あらゆる しゅるい の しゅくふく は まるで つきる

こと が ない と いうかの ように、 ぜいたく に ついやし、 あとさき を かんがえない むだづかい を して きました。 そして   

じんるい は いま、 とほう も ない かんきょう もんだい に ちょくめん して います。 

 

しんあい なる しんこうしゃ の みなさま︕ 

せいかく な きんこう を もって うちゅう を そうぞう し、 しぜん と、 その なか に ある もの の ほご という ぎむ を      

ゆだねた わたしたち の しゅ は、 クルアーン を とおして つぎ の ように つげて おられます。 「ひとびと が その て で   

えてきた こと の ため に、 りく にも うみ にも たいはい が あらわ に なって いる。 これ は かの おかた が、 かれら

に その おこなって きた こと の いちぶ を あじわわせる こと で、 かれら を [ただしい おこない に] もどらせ ようと  

して の こと。」 1 こんにち、 わたしたち に かされて いる のは、 イスラーム が じんるい に もたらした しぜん ほご の    

りんり を ふたたび とりいれる こと です。 わたしたち は ちきゅう の しょゆうしゃ では なく、 たんなる つきそい に すぎない

こと を わすれては いけません。 ぜんのう の アッラー が うちゅう に さだめた せんさい な きんこう を みだしては       

なりません。 より すみやすい わくせい を のこす ため にも、 せきにん ある こうどう を とらなくては なりません。 かんきょう 

に たいする いしき を たかめる こと は、 しゅ が わたしたち に たくした もの に じゅうぶん な ちゅうい を はらい、      

しょうらい の せだい の けんり を まもる こと に つながる のを わすれ ないで ください。 
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